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総
合
計
画
の
目
的
と
経
緯

　
総
合
計
画
は
、
中
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
が
と
も
に
目
標
と
す
る
将
来

像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
将
来
の
行

政
需
要
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
を
総
合

的
、
体
系
的
に
示
す
計
画
で
す
。

　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
、
第
５
次
総

合
計
画
を
策
定
し
、
前
半
５
年
間
を
前
期
基
本

計
画
の
計
画
期
間
と
位
置
付
け
、
各
種
施
策
を

計
画
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
市
政
運
営
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
た
め
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
か
ら
の

５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
総
合
計
画
の
推
進

　
総
合
計
画
は
、将
来
像
を
示
す
「
基
本
構
想
」

と
、
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
体
系

的
に
ま
と
め
る
「
基
本
計
画
」、
各
施
策
を
展

開
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
務
や
事
業
の
内
容

を
示
す
「
実
施
計
画
」
の
３
層
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
基
本
構
想
で
は
、
本
市
が
10
年
後
に
ど
の
よ

う
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
た
ら
良
い
か
と
い
う
将

来
像
と
し
て
、「
私
が　

暮
ら
し
つ
づ
け
た
い

ま
ち　
朝
霞
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。“
私
”
が
、

朝
霞
と
い
う
ま
ち
を
愛
し
、「
朝
霞
に
暮
ら
し
つ

づ
け
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
的
で
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

私
が　

暮
ら
し
つ
づ
け
た
い
ま
ち　

朝
霞

第
５
次
朝
霞
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

市民参画による策定過程
　市民の皆さんにとって、朝霞市が暮らしつづけたいまちとなるよう、後期基本計
画の策定に当たっては、市民意識調査、意見交換会などを行い、市民の皆さんから
まちづくりに対するたくさんの意見をいただきました。

令和
３年
度

令和
７年
度

市の将来像（ビジョン）

私が　暮らしつづけたいまち　朝霞

「朝霞市のおすすめは何ですか」「骨子・素案に対する意見」

「将来どのようなまちにしたいですか」

「現状と課題認識」
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小・中学生の声を聴く機会2

青少年の声を聴く機会
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市民意見交換会
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市の将来像（ビジョン）

私が　暮らしつづけたいまち　朝霞
施策体系とポイント

１.災害対策・防犯・市民生活
◦防災・消防
◦生活

ポイント
　激甚な災害が頻発している状況を
踏まえ、災害情報や避難に係る発令
など、正確で迅速な情報伝達に改め
て重点を置くとともに、自主防災組
織や地域災害アドバイザーを中心に
地域防災力を強化します。
　また、特殊詐欺など、近年の犯罪
傾向が著しく変化していることから、
警察などと連携し、犯罪を起こさせ
にくいまちの実現に取り組みます。

４.環境・コミュニティ
◦環境
◦ごみ処理
◦コミュニティ
◦市民活動

ポイント
　施策の大柱「環境」の下に位置付
けていた施策を統合して「低炭素・
循環型社会の推進」とし、双方が密
接に関連している再生エネルギーの
普及と再資源化について、相乗効果
を生み出しながら一体的に取り組み
ます。
　また、価値観の多様化等のさまざ
まな要因により自治会・町内会の加
入率が低下していることから、地域
コミュニティに参画するきっかけと
なる機会を創出することなどを通し、
引き続きコミュニティ活動を推進し
ます。

３.教育・文化
◦学校教育
◦生涯学習
◦�スポーツ・レク
　リエーション
◦地域文化

ポイント
　令和２（2020）年度からの新た
な学習指導要領や令和元（2019）
年度より開始している学校運営協議
会（コミュニティ・スクール）など、
新たな学校教育の考え方を施策に取
り入れ、取り組みを進めます。
　また、学びの成果を支える仕組み
づくりや価値観の多様化への対応に
取り組み、人生100年時代を見据え
た生涯学習活動を推進するほか、計
画的な施設の修繕等を通して、学び
を支える環境を充実させます。

６.基本構想を推進するために
◦人権の尊重
◦男女平等
◦多文化共生
◦市民参画・協働
◦行財政

ポイント
　産業振興の一施策としていた「シ
ティ・プロモーションの展開」は、
全庁を挙げて取り組む施策へと位置
付けを見直し、将来像「私が　暮ら
しつづけたいまち　朝霞」の実現に
向け、本市の魅力を継続的に発信す
ることで、愛着を持って暮らしつづ
ける人を増やすためのシティ・プロ
モーションを展開します。
　また、後期基本計画では新たに、
持続可能な開発目標であるSDGsが
掲げる理念や目標を身近なものに感
じながら施策を推進し、引き続き持
続可能な社会の実現を目指します。

２.健康・福祉
◦地域福祉
◦子育て支援・
　青少年育成
◦高齢者支援
◦障害者支援
◦保健・医療
◦社会保障

ポイント
　社会福祉法の改正により、地域福
祉計画が福祉分野の上位計画として
位置付けられたことを踏まえ、施策
の大柱「地域福祉」を推進し、全て
の人が参加する地域共生社会を構築
します。
　また、ひとり親家庭の支援を含め、
子どもの貧困対策に取り組むほか、
相談件数が増加傾向にある児童虐待
について、未然防止等の適切な対応
を図るため、関係機関、地域が連携
する体制をさらに充実させます。

５.都市基盤・産業振興
◦土地利用
◦道路交通
◦緑・景観・環境共生
◦市街地整備
◦上下水道整備
◦安全・安心
◦産業活性化
◦産業の育成と支援
◦勤労者支援
ポイント
　水道事業と同様に下水道事業も令
和２（2020）年度から公営企業会
計へと移行したことを踏まえ、新た
な施策の大柱として「上下水道」を
設け、老朽化が進む上下水道施設の
長寿命化等を含めて、インフラの再
構築に計画的に取り組みます。
　また、平成30（2018）年度末に
策定した朝霞市産業振興基本計画の
内容を踏まえ、朝霞の地域特性に
合った産業の集積を推進するための
朝霞型企業誘致に取り組みます。


